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転写因子 LEF1 と転写制御因子 TAZ の役割について解析を行ったものである。 
その結果、古典的 Wnt ファミリーメンバーの一つである Wnt3a の骨芽細胞分化誘導作
用には LEF1 および TAZ が必須であることを明らかにし、さらに LEF1 と TAZ が転写因
子 Runx2 と相互関係を有していることを見出した。 
以上の知見は、骨芽細胞分化および骨形成の制御機構に関わる重要な分子メカニズム
を提示するものであり、博士（歯学）の学位授与に値するものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
